
一
般
社
団
法
人 

日
本
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

 
 

東
北
支
部

支
部
長
　

田
　
村
　
道
　
雄

仙
台
市
青
葉
区
本
町
一 

ー 

三 

ー 

九

☎
〇
二
二
（
二
六
一
）一
九
三
五

一
般
社
団
法
人 

岩
手
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

会
長
　

向
　
井
　
田
　
岳

盛
岡
市
松
尾
町
一
七 

ー 

九

☎
〇
一
九
（
六
二
五
）
二
八
一
六

株
式
会
社 

ア
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

代
表
取
締
役
　

菊
　
池
　
　
　
透

岩
手
県
大
船
渡
市
赤
崎
町
字
石
橋
前
六 

ー 

八

☎
〇
一
九
二
（
二
七
）〇
八
三
五

株
式
会
社 

大   

江   

設   

計

代
表
取
締
役
　

髙
　
橋
　
淳
　
市

仙
台
市
青
葉
区
南
吉
成
三 

ー 

一 

ー 

七

☎
〇
二
二
（
三
〇
三
）
四
五
六
七

株
式
会
社 

オ
リ
テ
ッ
ク
21

代
表
取
締
役
　

櫻
　
岡
　
賢
　
拓

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
流
通
セ
ン
タ
ー
南
一 

ー 

七 

ー 

二
〇

☎
〇
一
九
（
六
五
八
）
八
八
七
六

北
東
北
設
計
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

藤
　
原
　
　
　
繁

岩
手
県
花
巻
市
大
迫
町
大
迫
一
一 

ー 
一
八 
ー 

一

☎
〇
一
九
八
（
四
八
）
三
二
六
六

株
式
会
社 

共
同
地
質
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
会
長
　

田
　
村
　
元
　
伸

代
表
取
締
役
社
長
　

田
　
村
　
伸
　
也

盛
岡
市
川
目
一
一 

ー 

四 

ー 

二

☎
〇
一
九
（
六
五
三
）
二
〇
五
〇

株
式
会
社 

ジ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役
　

中
　
浜
　
孝
　
行

盛
岡
市
上
堂
三 

ー 

一
八 

ー 

二
〇

☎
〇
一
九
（
六
四
五
）
二
二
〇
〇

株
式
会
社 

鈴
木
測
量
設
計

代
表
取
締
役
　

鈴
　
木
　
史
　
章

盛
岡
市
愛
宕
町
一
一 

ー 

二
二

☎
〇
一
九
（
六
五
一
）
九
七
九
六

株
式
会
社 

総
合
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

代
表
取
締
役
　

佐
々
木
　
知
　
徳

岩
手
県
一
関
市
萩
荘
字
金
ケ
崎
三
三 

ー 

一

☎
〇
一
九
一（
二
四
）
二
四
八
七

株
式
会
社 

中
央
測
量
設
計

代
表
取
締
役
　

及
　
川
　
秀
　
一

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
赤
土
田
九 

ー 

七

☎
〇
一
九
七
（
二
四
）
六
六
〇
〇

株
式
会
社 

東   

開   

技   

術

代
表
取
締
役
　

鈴
　
木
　
誠
　
弥

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
字
髙
網
三
三

☎
〇
一
九
七
（
二
四
）一
三
一
一

株
式
会
社 

東   

建   

工   

営

代
表
取
締
役
　

森
　
井
　
淳
　
司

宮
城
県
名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
一 

ー 

二 

ー 

七

☎
〇
二
二
（
三
八
三
）
九
八
一
一

東
日
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

齊
　
藤
　
勇
　
藏

盛
岡
市
向
中
野
三 

ー 

五 

ー 

四
六 

ー 

一
〇
一

☎
〇
一
九
（
六
三
五
）
九
五
六
五

東
北
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

土
　
門
　
高
　
大

盛
岡
市
月
が
丘
二 

ー 

八 

ー 

一
二

☎
〇
一
九
（
六
五
六
）〇
八
二
一

株
式
会
社 

北
杜
地
質
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長
　

湯
　
沢
　
健
　
一

盛
岡
市
黒
川
九 

ー 

二
二 

ー 

一
一

☎
〇
一
九
（
六
九
六
）
三
四
三
一

株
式
会
社 

み 
ら 
い 

測 

量

代
表
取
締
役
　

浅
　
沼
　
智
　
之

盛
岡
市
本
宮
一 

ー 

一
六 
ー 
三
二

☎
〇
一
九
（
六
五
八
）
九
二
二
三

矢
作
建
設
工
業
株
式
会
社

 
 

東
北
支
店

支
店
長
　

清
　
水
　
道
　
浩

仙
台
市
青
葉
区
宮
町
二 

ー 

一 

ー 

七
六

☎
〇
二
二
（
二
六
八
）
五
二
四
一

田
口
　
２
０
２
０
年
度
の
黄
綬
褒

章
に
続
き
︑
図
ら
ず
も
旭
日
双
光

章
受
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
︒
正

直
︑
驚
き
恐
縮
し
て
い
ま
す
︒
社

会
に
お
い
て
１
人
だ
け
頑
張
っ
た

と
し
て
も
何
も
で
き
ま
せ
ん
︒
業

界
で
も
会
社
で
も
陽
の
当
た
る
場

所
に
は
影
が
あ
り
ま
す
︒
影
で
一

生
懸
命
支
え
て
く
れ
る
方
が
い
ま

す
︒
周
り
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で

今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
︒

田
口
　
会
長
︑
副
会
長
︑
理
事
な

ど
多
く
の
役
職
が
あ
り
ま
す
が
︑

ど
れ
に
就
い
た
と
し
て
も
や
は
り

協
会
の
運
営
に
徹
す
る
︑
運
営
を

支
え
る
こ
と
に
徹
す
る
と
い
う
の

が
最
も
大
切
で
す
︒
決
し
て
好
き

嫌
い
で
や
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
そ
の
く
ら
い
重
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
県
内
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
企
業
は
い
ま
︑
仕
事
量

の
減
少
に
伴
い
経
営
的
に
苦
し
ん

で
い
ま
す
︒
ま
ず
は
企
業
の
存
続

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
︒
岩
手

の
た
め
に
働
く
と
の
強
い
志
を

持
っ
た
同
士
が
こ
の
郷
土
に
し
っ

か
り
と
残
っ
て
い
く
こ
と
が
県
︑

市
町
村
に
と
っ
て
間
違
い
な
く
役

に
立
ち
ま
す
︒
絶
対
に
な
く
し
て

は
い
け
な
い
業
種
な
の
で
す
︒
企

業
の
存
続
を
図
っ
た
結
果
︑
そ
の

企
業
は
地
域
の
守
り
手
と
な
り
ま

す
︒
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
関
す

る
予
算
が
減
少
し
︑
発
注
額
は
震

災
前
の
状
況
と
同
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
︒
人
件
費
上
昇
な
ど
を
考

慮
す
る
と
実
質
的
に
は
当
時
を
下

回
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
︒
地
域

の
守
り
手
を
確
保
す
る
た
め
に
も

事
業
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
︒
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
協
会
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
︒

田
口
　
仕
事
が
あ
れ
ば
担
い
手
の

育
成
も
余
裕
を
持
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
︒
仕
事
が
人
を
育
て
︑

そ
の
仕
事
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る

の
か
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
︒
人
を
育
て
る
に
は
多

岐
に
わ
た
る
仕
事
の
経
験
に
よ
る

積
み
重
ね
が
重
要
で
す
︒
若
者
が

希
望
を
持
て
る
業
界
を
目
指
し
こ

れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
︒

田
口
　
病
気
が
ち
だ
っ
た
子
ど
も

を
看
病
す
る
時
間
を
捻
出
す
る

た
め
独
立
し
た
の
が
29
歳
の
９

月
で
す
︒
振
り
返
れ
ば
早
い
も

の
で
︑
気
が
付
い
た
ら
41
年
も
続

け
て
い
ま
し
た
︒
東
日
本
大
震

災
や
２
０
１
６
年
の
台
風
10
号

へ
の
対
応
な
ど
は
特
に
印
象
深

い
で
す
ね
︒
社
員
一
丸
と
な
っ
て

休
日
返
上
で
働
き
︑
身
体
的
に
と

て
も
厳
し
か
っ
た
で
す
が
︑
被
災

地
の
た
め
に
も
や
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
︒
社
員
に
は
感
謝
し

か
あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
の
と
き
郷
土

に
対
し
私
心
を
捨
て
て
力
を
尽
く

す
こ
と
が
大
事
だ
と
心
に
刻
み
ま

し
た
︒
こ
れ
ま
で
楽
し
い
こ
と
も

辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
人

に
恵
ま
れ
て
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒

田
口
　
業
務
単
価
は
上
が
っ
て
い

ま
す
が
︑
業
務
量
が
減
少
し
て
い

ま
す
︒
現
在
は
総
合
評
価
落
札
方

式
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
︑

受
注
企
業
に
偏
り
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
︒
受
注
格
差
は
工
種
の
専
業

化
を
進
め
︑
最
終
的
に
大
規
模
災

害
時
の
対
応
力
の
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
︒
災
害
現
場
で
の
会
員
企

業
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
を
見
れ

ば
︑
各
企
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

低
下
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
地
域
に

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
︒
私
た
ち
が

経
営
を
継
続
で
き
る
こ
と
が
岩
手

の
た
め
に
も
な
り
︑
地
域
の
安
全
︑

安
心
の
担
保
に
も
な
り
ま
す
︒
こ

れ
ま
で
の
要
望
活
動
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
受
け
止
め
て
も
ら
え
て

お
り
︑
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
︒

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

田
口
　
着
実
な
社
会
資
本
整
備
と

地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
に

も
行
政
と
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー

関
係
を
さ
ら
に
築
い
て
い
き
た

い
で
す
︒
や
は
り
心
を
動
か
さ

な
い
と
人
は
動
か
な
い
︒
今
回

の
受
章
も
周
り
の
皆
さ
ん
が
動

い
て
く
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
︑
私

ひ
と
り
で
何
か
し
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
私
は
不
器
用
な
人

間
で
す
か
ら
︑
コ
ツ
コ
ツ
と
真
面

目
に
取
り
組
み
続
け
る
︒
正
し

い
と
思
う
こ
と
を
信
じ
て
続
け

て
い
き
た
い
で
す
︒

豊
富
な
識
見
と
卓
越
し
た
指
導
力
、行
動
力
を
も
っ
て
、

地
域
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

田口　敬芳（たぐち　のりよし）
1978年　東北測量専門学校を卒業し、岩手県内の

測量設計業で勤務
1984年　エヌティーコンサルタントを創業し代表

取締役社長に就任。以降、岩手県測量設
計業協会理事、同副会長などを歴任

2017年　建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰
2020年　黄綬褒章
2024年　岩手県測量設計業協会会長に就任。ほか

日本補償コンサルタント協会東北支部岩
手県部会副会長、同会長、同東北支部幹部、
岩手県建設関連業団体連合会会長など。

岩手県二戸市（旧浄法寺町）出身　70歳

祝 
２
０
２
５
年
秋 

旭
日
双
光
章
受
章

ご受章を心よりお喜び申し上げます

岩
手
県
測
量
設
計
業
協
会
会
長
・
日
本
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
東
北
支
部
幹
事
・

エ
ヌ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
取
締
役
社
長

田
口 

敬
芳 

氏

に
聞
く

　
エ
ヌ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
取
締
役
社

長
で
岩
手
県
測
量
設
計
業
協
会
会
長
、
日
本
補
償

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
東
北
支
部
幹
事
の
田
口
敬

芳
氏
が
、
２
０
２
５
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章

を
受
章
し
た
。
積
極
果
敢
な
行
動
力
と
強
い
信
念

を
も
っ
て
公
共
の
福
祉
に
寄
与
し
て
き
た
田
口
氏

に
、
今
後
の
協
会
活
動
な
ど
の
展
望
を
伺
っ
た
。

２
０
２
５
年
秋
の
叙
勲
で

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
︒

岩
手
県
測
量
設
計
業
協
会

の
役
員
と
し
て
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
︒

代
表
取
締
役
社
長
を
務
め

る
エ
ヌ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
も
41
年
目
を
迎
え

ま
し
た
︒

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
︒

今
後
の
抱
負
を
︒

発
注
者
へ
の
要
望
は
あ
り

ま
す
か
︒

岩測協2025年度総会岩測協2025年度総会

岩測協が毎年度実施している研修会岩測協が毎年度実施している研修会

岩手県県土整備部へ要望（右＝田口会長）岩手県県土整備部へ要望（右＝田口会長）
東北地方整備局岩手河川国道事務所への要望

（左＝田口会長）
東北地方整備局岩手河川国道事務所への要望

（左＝田口会長）


